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や
す
ら
ぎ
通
信

「
白
い
雀
の
話
」 

 

小
学
生
の
頃
、
白
い
雀
の

話
を
読
ん
だ
記
憶
が
今
日

な
お
頭
の
隅
に
残
っ
て
い

る
。 

そ
れ
は
あ
る
大
地
主
の
跡

取
り
息
子
の
話
で
あ
る
。 

彼
は
父
親
を
失
っ
て
、
そ

の
跡
を
継
い
だ
が
、
生
来
怠

け
者
の
朝
寝
坊
で
少
し
も

働
か
な
い
た
め
家
運
は
傾
き
、
広
い
田
畑
も
年
々
減
り
ゆ
く

ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
、
あ
る
知
恵
者
が
そ
の
息
子
に
、「
毎
朝
早
く
起
き

て
、
庭
や
家
の
周
り
、
付
近
の
田
畑
を
見
回
っ
て
ご
ら
ん
な

さ
い
。
あ
な
た
は
必
ず
白
い
雀
を
発
見
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の

雀
は
た
く
さ
ん
の
金
銀
財
宝
を
産
み
出
す
力
を
持
つ
宝
の

鳥
で
あ
る
。
あ
な
た
は
こ
の
雀
を
捕
ら
え
る
と
た
だ
ち
に
大

金
持
ち
に
な
り
、
失
っ
た
田
畑
も
取
り
戻
し
て
再
び
大
地
主

に
な
れ
る
の
だ
。
明
日
か
ら
毎
朝
早
く
起
き
て
、
白
い
雀
を

探
し
て
捕
ら
え
な
さ
い
」
と
忠
告
し
た
。
怠
け
者
の
息
子
は 

春 彼 岸 号

  

朝
早
く
起
き
る
の
は
辛
い
が
、
そ
の
よ
う
な
不
思
議
な
宝

の
鳥
が
手
に
入
る
な
ら
ば
、
た
ち
ま
ち
大
金
持
ち
に
な
れ
る
。

こ
れ
は
ど
う
し
て
も
明
日
か
ら
早
起
き
し
て
、
庭
や
家
屋
敷
、

田
畑
の
周
り
を
探
し
て
歩
こ
う
と
思
い
立
っ
た
。 

翌
日
か
ら
、
早
起
き
し
て
白
い
雀
を
探
し
て
歩
い
た
が
、

白
い
雀
は
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。 

し
か
し
毎
日
毎
日
早
朝
か
ら
見
回
っ
て
い
る
間
に
、
不
思

議
な
事
件
に
出
会
っ
た
。
そ
れ
は
、
小
作
人
た
ち
が
蔵
か
ら

は
女
中
が

て
い
た
。

卵
も
密
か
に
持

幸
い
に
、

怠
け

れ
か
ら
息
子
は
毎
朝
早
く
か
ら
働
き
、
不
正
な
こ
と
を
す
る

者
も
な
く
な
っ
て
、
家
は
次
第
に
栄
え
た
の
で
あ
る
。
息
子

は
つ
い
に
白
い
雀
を
探
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
彼
が

心
の
内
に
捕
ら
え
た
物
が
実
は
「
白
い
雀
」
だ
っ
た
の
で
あ

る
。 

三
明
寺
住
職 
大
嶽
正
泰 

合
掌 

   米
俵
を
コ
ソ
コ
ソ
と
持
ち
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
あ
る
時

出
しや

っ
た
。

者
の
息
子
は
初
め
て
己
の
非
を
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

家
の
大
切
な
品
物
を
近
所
の
若
者
と
盗
み

牛
が
ど
こ
か
へ
連
れ
去
ら
れ
る
の
を
見
た
。
鶏

ち
出
さ
れ
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
で
は

財
産
は
減
る
一
方
で
あ
る
。
ま
た
、
主
人
が
朝
寝
坊
な
の
を

使
用
人
が
皆
怠
け
て
、
働
か
な
い
の
で
あ

周辺トピックス 門池西側に門池地区センターが 2/1 日オープン！ 

■施設の特徴  

 本施設は、門池地区センター建設委員会の皆様とともに施設のレイアウトを作り上げたもので、誰もが

使いやすいユニバーサルデザインに配慮しています。また、ＬＥＤ照明やソーラーパネルの設置など、環

境への負荷を軽減しています。 

 ◎ １階には、可動間仕切りで２部屋に分割可能な交流・研修室を配し、施設の管理運営を行うための事

務室、図書コーナー、公園倉庫、給湯室、男女トイレ、多目的トイレ、エレベーター等があります。

 ◎ ２階には、調理実習室、小会議室、和室、公園管理室、男女トイレ等があります。 

 ◎ 屋上階には、環境面に配慮したソーラー パネルを設置し、発電した電気を施設内で活用することに

より、環境への負荷を軽減しています。 

 ◎ 耐震性防火水槽の設置を行うことで、災害時や緊急時の応急対応が可能となりました。 

（沼津市定例記者会見発表 平成 24 年 10 月 18 日より抜粋）
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【
檀
信
徒
行
事
予
定
】 

二
月 

○
じ
ぞ
う
寄
席
（
柳
家
小
せ
ん
師
匠
） 

23
日 

○
歌
声
ク
ラ
ブ 

 
 

28
日 

三
月 

○
石
川
家･

川
口
家
御
法
事 

 

2
日 

○
道
了
講 

 
 

4
日 

○
木
村
家
御
法
事 

 
 

7
日 

○
藤
井
家･

関
家･

小
梢
家
御
法
事 

8
日 

○
佐
野
家
御
法
事 

 
 

9
日 

○
渡
邉
家･

永
峰
家･

佐
野
家
御
法
事 
15
日 

○
岩
塚
家
御
法
事 

 
 

16
日 

○
地
蔵
講 

 
 

18
日 

○
春
彼
岸
ペ
ッ
ト
供
養
会 

 

21
日 

○
春
彼
岸
檀
信
徒
供
養
会 

○
木
下
家･

橘
家･

坊
之
本
家
御
法
事 

22
日 

○
川
原
家
御
法
事 

○
石
川
家
御
法
事 

 
 

29
日 

○
斉
藤
家
御
法
事 

 
 

30
日 

四
月 

○
道
了
講 

 
 

1
日 

○
塩
崎
家
御
法
事 

 
 

12
日 

○
地
蔵
講 

 
 

15
日 

○
國
井
家
御
法
事 

 
 

15
日 

○
三
寺
家
御
法
事 

 
 

26
日 

○
井
嶋
家
御
法
事 

 

【
三
明
寺
文
化
倶
楽
部
行
事
予
定
】 

○
土
曜
日
坐
禅
と
写
経 

 

6
時 

○
日
曜
日
坐
禅
と
提
唱 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

8
日 

 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

2
／
24 

 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

3
／
4

18 

4
／
1
・
15 

 

 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

三
月 

○
大
泉
寺
大
般
若 

 
 

9
日 

○
興
福
寺
大
般
若 

 
 

30
日 

四
月 

○
沼
津
市
仏
教
会
花
祭
り
前
夜
祭 

7
日 

○
慈
雲
院
大
般
若 

 
 

13
日 

○
桃
源
院
大
般
若 

 
 

29
日 

 

【
お
知
ら
せ
】 

  

年
会
費
・
墓
地
管
理
費
等
の
口
座
引
き
落
と
し 

 

四
月
は
墓
地
管
理
費
等
の
会
費
を
ご
指
定
の
口
座
よ
り
引

き
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
再
請
求
の
な
い
よ
う
に
、

残
高
の
確
認
を
必
ず
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 □
花
祭
り 

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
日
で
す
。 

週
末
に
は
甘
茶
の
用
意
を
し
ま
す
の
で
、
門
池
の
桜
を
み

な
が
ら
、
お
花
見
の
つ
い
で
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

□
ペ
ッ
ト
に
癒
さ
れ
る
時
代 

ペ
ッ
ト
の
供
養
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
数
年
に
な
り
ま
す

が
、
益
々
、
ペ
ッ
ト
が
家
族
の
一
員
と
し
て
わ
が
子
の
よ

う
に
愛
お
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
ご
家
族
の
涙
す
る
光
景
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。 

□
共
同
墓
地
に
永
代
に
供
養
す
る
人
が
多
い
時
代 

三
明
寺
で
永
代
供
養
を
は
じ
め
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。

特
に
こ
こ
数
年
、
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
入
り
、
残
さ
れ
た
人
達
に
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
生
前
よ
り
お
申
込
み
の
方
も
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

           

□
写
経
会
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

写
経
会
は
月
一
回
開
催 

最
終
の
月
曜
日
の
予
定
で
す
。 

先
生
は
山
本
芙
美
子
先
生
で
す
。 

参
加
料
は
千
円 

□
梅
花
流
御
詠
歌
へ
の
お
す
す
め 

寺
族
指
導
に
よ
る
詠
賛
歌
を
唱
え
る
お
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
性
も
大
歓
迎
で
す
。 

□
「
歌
声
ク
ラ
ブ
」
で
な
つ
か
し
い
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う 

静
岡
マ
ス
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
が
主
催
と
な
り
、
お
寺
を
会
場

に
老
後
を
楽
し
く
有
意
義
に
暮
ら
す
一
環
事
業
と
し
て

始
め
ま
し
た
。
月
一
度
集
ま
り
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
み
ま
す
。 

講
師
は
大
聖
寺
元
住
職
の
上
村
貞
嘉
さ
ん
で
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
料
千
円
で
す
。 

平
成

第
五
十
号

発 
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法 舞 

愚尚庵 禪學佳秀庵主 

三明寺彼岸会 3 月 21 日にて講演
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鏡もち・しめなわ作り及びもちつき（12 月 23 日） 

門池おやじの会により 

お正月のミニお飾りができました



                     やすらぎ通信 第 50 号 2014 年 3 月 1 日発行                        

  

節分祭、大般若（2月 2日） 

 早朝からの雨も 豆まきが始まる頃には 

に 合掌 

すっかりあがり 境内には多くの方が集まりました

今年も良い年になりますよう

はしごのり（1 月６日） 


